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*第5!Q1金属i之よる発震は、 3m予定(各発表時間30倍、簡騒臨答20信)
場開:キャシパスプラザ (JR京都顕前)
普加菌:1000目/1@(第5回を醗<>

主寵六学図書館閤題研男会京都支部(音声記録をします)

*各むミナー終了後、懇親会を予定

*窮S@手善意への応欝締切{ま2001年2F.128日(水〉
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上記セミナーの申込みは、大図研京

都のホームページからも簡単に出来ま

すので大いに利用してください!

また、電話やメールでの申込みも

OKです。
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@立メこを挙@電手@書館
大圏研京醤むミナ-2001

「ネvトワーワ環境下巴おける国富舘サー巴スJ
開催12お定って

呑海沙織

大図研京都支部では「ネットワーク環境下における図書館サ}ビス j をテーマに連続セ

ミナーを企画している九このセミナーでは、「出版メディアJr電子図書館Jr情報リテ
ラシーJrメタデータJ等さまざまな観点から、変容しつつある圏書館サービスについて
理解を深め、これからの図書館サービスについて考えることを目的としている。

セミナー開催にあたって各支部委員が関連する事柄について書くこととなったが、今回

は国立大学を中心に日本の電子図書館システム構築の経緯をふりかえうてみたい。

国立大学の電子図書館においては、 f国立大学図書館協議会図書館情報システム特別委

員会次期電算化システム専門委員会報告J及び学術審議会による「大学図書館における電

子図書館機能の充実・強化について(建議)Jが、大きな役割を果たしたといえよう。

国立大学図書館協議会は、 1954年に全国国立大学図書館長会議として発足し、 1968年

改組された「全国の国立大学および放送大学の附属図書館 100館を会員とする組織で、会

員相互の連携と協力により国立大学図書館の振興をはかり、大学の使命達成に寄与すると

ともに、広く図書館活動に貢献することを目的J2)とした組織である。

同協議会図書館情報システム特別委員会次期電算化システム専門委員会では、 1994

年から 1997年にかけて 4回にわたり図書館システムに関する報告書が作成された九第

二次報告書において電子図書館の方向性の提示、第三次報告書において電子図書館実現に

向けての提言がなされている。

1996年 7月 29日文部省学術審議会においても、「大学園警舘における電子図書館機能

の充実・強化について(建議)J司が提出され、国立大学図書館における電子図書館に大き

な影響を与えたの。大学図書館における電子図書館的機能の推進について具体的に言及し、

電子図書館を「電子的情報資料を収集・作成・整理・保存し、ネットワークを介して提供

するとともに、外部の情報資源へのアクセスを可能とする機能をもつもの」と定義した。

この建議に基づき前述の次期電算化システム専門委員会によって第四次にあたる平成 8

年度報告(平成 9年 6月)が作成され、全国調査に基づく今後の課題、電子図書館の現状

と課題についてまとめられた。

これらの動きを受けて、 1995年度から 1998年度にかけて、奈良先端科学技術大学院大

学、筑波大学、京都大学、図書館情報大学、東京工業大学、神戸大学に電子図書館予算が

認められ的、電子図書館システムが導入された。

奈良先端科学技術大学院大学においては、印刷物のない附属図書館としての電子図書
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館構築が目的とされており、学外出版物の電子化に特徴がある。京都大学の電子図書館

においては、貴重蓄の電子化とその一般公開及び読書支援機能の提供、筑波大学において

は学内学術生産物の全文電子化とその提供、図書館情報大学においては図書館情報学に関

するゲートウェイ・サービス、東京工業大学においては理工学分野の多様な情報資源のポ

ータノレサイトとしての機能、神戸大学においては阪神・淡路大震災関連資料(震災文庫)

等多様な形態の資料の電子化による電子アーカイブの構築をそれぞれ特徴としている。

.国家政策としての電子図書館プロジェクトは、これら文部科学省による国立大学への予

算措置による電子園書館システム構築の他、国立情報学研究所 (NIT)電子図書館ーシステ

ム、通産省の高度情報化プログラムのひとつで情報処理振興事業協会 (IPA) と国立国会

国書館の共同実験プロジェクトであるパイロット電子国書館実証実験プロジェクト、 2000

年 3月まで同じく通産省、 IPA、国立国会図書館の共同プロジェクトである次世代電子図

書館研究開発プロジェクト、国立国会図書館と BBCC(新世代通信網実験協議会)による
各種電子図書館システム実証実験など、大規模に展開されている。

電子図書館システムは個々において完結するものではなく、相互に接続されてはじめて

「電子的情報資料を収集・作成・整理・保存し、ネットワークを介して提供するとともに、

外部の情報資漉へのアクセスを可能とする機能Jを実現するものである。

各電子図書館プロジェクト相互や各国との調整・協力が今後ますます重要になってくる

であろう。 1998年から国立国会図書館は、大学、公共図書館、専門図書館等の情報交換

を目的に、「電子図書館全圏連絡会議(仮称)j を開催しているが情報交換にとどまるこ

となく、各電子図書館プロジェクトの調整やリソース・シェアリングの機能を求めたい。

地球規模の電子図書館を視野に入れ、世界の電子園書館の一部としての日本の電子図書

館、 B本の電子図書館の一部としての大学の電子図書館という、「全体を構成する一部分

である」という観点からのポリシーをもった運営が、これからの電子図書館システム構築

に不可欠になっていくのではないだろうか。

(どんかい さおり 京都大学附属図書館)

注:

1)セミナーの詳細については、大図研京都支部のホームページを参照のこと。

http://www07.u-page.so・net.ne.jp/rg7/dt肱/

2)国立大学図書館協議会 h均 :/lwwwsoc.nacsiS.ac.jpianuν

3)各報告については次の URLにおいて参照することができる。

http:/加wwsoc.nacsis.ac.jp/anul/Kdtk/contents.html

4)大学図書館における電子図書館機能の充実・強化について(建議)は次の URLにお

いて参照することができる。 http:1.加wws侃 .naωis.ac.jp/an叫Jmater凶/kengi.html

め篠塚富士男、粟山正光. 国立大学図書館における電子図書館プロジェクト:その経

緯と現状 「情報の科学と技術j ，49(6)， p.284-289， 1999.6. 

6) r官報政府調達公告版に載った電子図書館関係の入札広告Jについては次の URLを
参照のこと。 ht土p://www.n叫 nagoya・u.ac.jp/-okamoto/kampo/elhtml

η各電子図書館の URLは以下のとおり。
a.奈良先端科学技術大学院大学電子図書館システム

http://dlw3.aist-n位 a.ac.jp/index-j.ht叫

b.筑渡大学電子図書館
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TULIPS : Tsukuba University Library digitized Information Public Service 

http:/，畑WW.t叫ips.tsukuba. ac.jp/ 

c.京都大学電子図書館システム

http://，剖b且bnet.k叫ib勾 oto-u.ac.jp/minds.html

&図書館情報大学ディジタノレ図書館(ULIS-DL)

http:j /lib. ulis.ac.jp/ 

e.東京工業大学電子図書館 (TDL)

TDL : Titech Digital Library 

五神戸大学附属図書館 (KobeDigital Libr訂 y)

http://www且b.kobe-u.ac担/

片1I1f;r.AIlt:!sチー
..草i摸態様き型車~~灘護軍事穆讃務護軍霧i繋~器.諜器製賓轟叢車場管轄議;

fパd51ff，).君SMA曹阜t30f.J.II.JijB/~20 f.J-eJ事:1i1されますo
JI!Jld5i5万13.フrIBIJL-r"Fdl1o 
s.o轟'ttJB&t2 fJ 28 Bedtt"Cll1f.EずきますO

Jl!J6JrIit 
洋よa苦八まc afiò.Jt~活躍f!}If.WtJyタ-..ff書館

デ803.・8577 Jj{l8ff5itfKWNlJlitllJ 58・I
Tel:075-485・8222 Fax:075・485-8252
5・mail:ino・msf@8f.ri!sumei.ac.jp

第 4回京都支部委員会報告

日時:2001年 1月 16日 (火) 19:00口21:00
場所:京都大学附属図書館 3Fスタッフラウンジ
出席:井上、大館、大綱、金森、篠原、田北、呑揮

[報告事項l
1 .会員情報 2. 財政情報 3. その他

{審議事項1
1 .大図研セミナーについて
-日程について検討し決定した。

2.支部報について
・「数珠つなぎJの執筆者を他支部会員にも拡大する。
また、 2回目の執筆も依頼する。

3. 臼図協評議員選挙について
4. 新入会員からの会費徴収について
・入会希望者には以下の選択をしてもらう。
1 )即時入会の場合は、加入年度の会費徴収とともに加入月以降の支部報を配
布する。在庫があれば、パックナンバーのうち加入年度分を配布する。
2 )次年度開始月入会の場合は、次年度開始月まで会費を徴収しない。
支部報は次年度開始月から配布する。

-常任委員側の方針を確認する。
5 .次回支部委員会 2月 13日(火)
於 京都大学附属図書館 3Fスタッフラウンジ

.....................・・・R・......................，・・・・・・・・・・・・a・・・z・・・・・・・・s・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....
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